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	準備書面(１) 補充書２
	（司法判断のあり方－避難計画の不備）
	１　防災計画・避難計画の不備と原子力発電所の安全性
	原発施設に求められる安全性，その主張立証責任の考え方，司法判断のあり方については，従来，主張したとおりであるが，原発施設の安全性は深層防護による対策によって確保されるべきであるから（債権者ら準備書面１３，１８頁以下），原発施設から放射性物質が大規模に放出された場合の防災対策（第５層）に不備がある場合は，周辺住民の生命・身体の安全に直結する問題であり，原発施設の安全性の欠如と評価され，差止請求権が成立すると解するべきである。この観点から，債権者らは，「２０１６年８月８日　準備書面（３）（被害論）補充...
	２　裁判例
	防災計画・避難計画に合理性，実効性が欠如する場合，運転差止請求権が成立する根拠となり得ることは，次のとおり，裁判例においても異論がない。ただし，イの決定は，成立する場合を理由なく極端に限定しており，適切ではない。
	ア　大津地裁仮処分決定 (２０１６年３月９日。甲Ｂ３）

